
新旧対照表 
旧 新 

 

地 域 再 生 計 画 

 
１ 地域再生計画の名称 

   快適な牧場の朝まちづくり計画 
 
２ 地域再生計画の作成主体の名称 

   福島県岩瀬郡鏡石町 
 
３ 地域再生計画の区域 

   福島県岩瀬郡鏡石町の全域 
 
４ 地域再生計画の目標 

    本町は、福島県の中通り地方の中南部に位置し、人口は１２，

９８７人（平成１７年４月１日現在）、面積は３１.２５k ㎡で

小学校唱歌「牧場の朝」のモデルとなった「岩瀬牧場」や白鳥

の飛来する「高野池」などがあり、牧歌的で自然豊かなまちで

ある。一級河川の阿武隈川と釈迦堂川が町の東西を流れ、国道

４号、東北自動車道、ＪＲ東北本線が南北に平行して走ってお

り、ＪＲ鏡石駅西口を中心に市街地が形成されている。 
町では、平成１４年度に「第４次総合計画」をスタートさせ、

「共に生き 共につくる 牧場の朝・鏡石」をこれからのまち

の将来像とし、「快適空間づくり」「元気づくり」「活力づくり」

「ひとづくり」「地域づくり」の５つの柱を基軸に各施策を展

開している。町の現状は、交通の便が良いため、郡山市などの

ベッドタウンとして若年層が多く住むようになり、市街地が拡

大してきている。また、市街地の周辺部には優良農地が広がり、
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米、きゅうり、りんご、イチゴなど高品質な農産物が生産され、

農業集落が点在している。 
こうした状況のなか、市街地でも農村部でも水は日常生活に

は１日たりとも欠かすことのできないものであり、快適な水環

境は人の心に潤いと安らぎを与えている。水及び水環境の重要

性を知り、阿武隈川及び釈迦堂川流域の水環境を良好に保全

し、次の世代に引き継ぐことは私たちに課せられた責務であ

る。 
また、ハエや蚊などの病害虫の発生を防ぎ、悪臭のない衛生

的で安全な生活環境は住民からの大きなニーズでもある。 
このため、本町では福島県が県内全域を対象に、総合的な汚

水処理構想として策定した「全県域下水道化構想」に基づき、

町内全域で汚水処理施設の整備を推進しており、農村部の成田

地区及び深内地区においては農業集落排水事業が平成１０年

度に完了し、鏡石駅前を中心に市街地では昭和５４年から流域

関連公共下水道事業を、その他のエリアでは平成７年から浄化

槽設置整備事業を実施している。 
平成１６年度末において、汚水処理人口普及率は７６.８％

まで達しているが、更なる整備の促進が望まれている。 
これらの状況を踏まえ、将来を見据えた汚水処理対策を積極

的に推進するため、それぞれの地域特性にあった経済的で効果

的な汚水処理施設を整備することとする。さらに、前述の５つ

の柱を機軸に各施策を展開し、「快適空間づくり＝都市機能の

整備」として、自然との共生に配慮しながら快適な環境の中で

町民すべてが生活する喜びを見出せるやすらぎとうるおいの
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ある美しいまちづくりを目指す。 
 

目標 ① 水環境の保全 
      汚水処理施設の整備により、公共用水域に流入する生活

排水の水質を改善し、「牧場の朝」の豊かな自然を保全す

る。 
 
 目標 ② 住環境の向上 
      汚水処理施設の整備により、市街地、農村部を問わず、

快適で衛生的な住環境の向上に努める。 
 
 上記目標の指標として下記事項を具体的目標とする。 
 ○ 汚水処理人口について  ３７６人の増加 

（H16 末 ９，９７５人） 
   ・ 公共下水道（流域関連） ２０８人の増加 

（H16 末 ８，２２７人） 
   ・ 浄 化 槽（個人設置型）１６８人の増加 

  （H16 末   ６８８人） 
 ○ 汚水処理人口普及率    ２．９％の向上 

  （H16 末 ７６．８％） 
   ・ 公共下水道（流域関連） １．６％の向上 

（H16 末 ６３．３％） 
   ・ 浄 化 槽（個人設置型） １．３％の向上 
            （H16 末  ５．３％） 

 

ある美しいまちづくりを目指す。 
 

目標 ① 水環境の保全 
      汚水処理施設の整備により、公共用水域に流入する生活

排水の水質を改善し、「牧場の朝」に唱われた豊かな自然

を保全する。 
 
 目標 ② 住環境の向上 
      汚水処理施設の整備により、市街地、農村部を問わず、

快適で衛生的な住環境の向上に努める。 
 
 上記目標の指標として下記事項を具体的目標とする。 
 ○ 汚水処理人口について  ６９１人の増加 

（H16 末 ９，９７５人） 
   ・ 公共下水道（流域関連） ４３３人の増加 

（H16 末 ８，２２７人） 
   ・ 浄 化 槽（個人設置型）２５８人の増加 

  （H16 末   ６８８人） 
 ○ 汚水処理人口普及率    ４．４％の向上 

  （H16 末 ７６．８％） 
   ・ 公共下水道（流域関連） ２．７％の向上 

  （H16 末 ６３．３％） 
   ・ 浄 化 槽（個人設置型） １．７％の向上 

            （H16 末  ５．３％） 
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５ 目標を達成するために行う事業 

 ５－１ 全体の概要 
     本町では、汚水処理事業として市街地とその周辺部におい

ては流域関連公共下水道事業を、農村部においては農業集落

排水事業を、その他の区域においては浄化槽設置整備事業を

実施している。 
    流域関連公共下水道による整備予定地区において、 
     ・池ノ原、桜町地区は事業認可取得済み 
     ・高久田、蒲之沢町、大池、岡ノ内、鏡沼、本町、旭町、

羽鳥、豊郷中、東町、笠石地区の各一部は平成１７年６

月末に事業認可取得予定である。 
 
  ５－２ 法第四章の特別の措置を適用して行う事業 

汚水処理施設整備交付金を活用する事業 
   ① 事業主体 ： いずれも鏡石町 
 
 ② 施設の種類 

    ○ 公共下水道（流域関連） 
  ○ 浄 化 槽（個人設置型） 

 
 ③ 事業区域 

○ 公共下水道（流域関連） ： 公共下水道事業認可区域 
    ○ 浄 化 槽（個人設置型） ： 鏡石町全域（公共下水道、 

農集排区域を除く） 
④ 事業期間 

○公共下水道（流域関連）：平成１７年度から平成１９年度ま

５ 目標を達成するために行う事業 

 ５－１ 全体の概要 
     本町では、汚水処理事業として市街地とその周辺部におい

ては流域関連公共下水道事業を、農村部においては農業集落

排水事業を、その他の区域においては浄化槽設置整備事業を

実施している。 
    流域関連公共下水道による整備予定地区において、 
     ・池ノ原、桜町地区は事業認可取得済み 
     ・高久田、蒲之沢町、大池、岡ノ内、鏡沼、本町、旭町、

羽鳥、豊郷中、東町、笠石地区の各一部は平成１７年６

月末に事業認可を取得した。 
 
  ５－２ 法第５章の特別の措置を適用して行う事業 

汚水処理施設整備交付金を活用する事業 
   ① 事業主体 ： いずれも鏡石町 
 
 ② 施設の種類 

    ○ 公共下水道（流域関連） 
  ○ 浄 化 槽（個人設置型） 

 
 ③ 事業区域 

○ 公共下水道（流域関連） ： 公共下水道事業認可区域 
    ○ 浄 化 槽（個人設置型） ： 鏡石町全域（公共下水道、 

農集排区域を除く） 
 ④ 事業期間 

○公共下水道（流域関連）：平成１７年度から平成２１年度ま
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で 
  ○浄 化 槽（個人設置型）：平成１７年度から平成１９年度ま

で 
 
   ⑤ 整備量 

○公共下水道（流域関連）    φ200     ２，３８５ｍ 
 
 
 

    ○浄 化 槽（個人設置型）   ５人槽          １０基 
                  ７人槽        ２７基 
                              １０人槽               ６基 
 
 ⑥ 事業費 

○公共下水道（流域関連）       ２７４，０００千円

                （うち、単独  ６４，０００千円）

              （うち、国費  １０５，０００千円）
 
○浄 化 槽（個人設置型）  １８，８１６千円（町上乗せ分含む）

                （うち、国費   ５，９１７千円）
 
○ 合   計             ２９２，８１６千円

              （うち、単独    ６４，０００千円）

           （うち、国費  １１０，９１７千円）

 
 ５－３ その他の事業 

      該当なし 

で 
  ○浄 化 槽（個人設置型）：平成１７年度から平成２１年度ま

で 
 
   ⑤ 整備量 

○公共下水道（流域関連）    φ200     ３，３６３ｍ 
（うち、単独    ６１５ｍ） 
（うち、国費 ２，７４８ｍ） 

 
    ○浄 化 槽（個人設置型）                ７３基 
 
 
 
 
 ⑥ 事業費 

○公共下水道（流域関連）       ４００，６００千円 
                （うち、単独 １２０，６００千円） 
               （うち、国費 １４０，０００千円） 

 
○浄 化 槽（個人設置型）       ３０，４２３千円 

                （うち、国費  １０，１４１千円） 
 
○ 合   計             ４３１，０２３千円 

              （うち、単独  １２０，６００千円） 
              （うち、国費  １５０，１４１千円） 
 
 ５－３ その他の事業 

該当なし 



新旧対照表 
旧 新 

 
 

６ 計画期間 

   平成１７年度から平成１９年度まで 
 
７ 目標の達成状況に係る評価に関する事項 

    計画終了後に、「地域再生計画の目標」に示す数値目標に照

らし状況を調査、評価し、公表する。 
    具体的には、既に設置されている第３者機関「鏡石町上下水

道事業運営審議会」において、評価、公表し、事業内容の見直

しを図る。 
 
 
８ 地域再生計画の実施に関し当該地方公共団体が必要と認める事項 

    該当なし 
 

 

６ 計画期間 

   平成１７年度から平成２１年度まで 

 

７ 目標の達成状況に係る評価に関する事項 

    計画終了後に、「地域再生計画の目標」に示す数値目標に照

らし状況を調査、評価し、公表する。 
    具体的には、既に設置されている第三者機関「鏡石町上下水

道事業運営審議会」において、評価、公表し、事業内容の見直

しを行う。 
 
 
８ 地域再生計画の実施に関し当該地方公共団体が必要と認める事項 

    該当なし 
 

 
 


